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【目 的】lnterventional　Radiography （IVR ）の 発達 に 伴 い ，被曝 に よ る 障害 が 報告 され 問題 と な っ て い る．こ の ような現状 の 中で

わ れ わ れ技師サ イ ドは，各種 放 射 線 検査 で 実際 ど の 位被曝線量 が あ る か を把握 し，被曝低減 を心 が け
’1
防護の 最適化

”
を は か る

必要があ る．今回わ れ わ れ は ，マ ク マ ホ ン メ デ ィ カル 社製 リ ア ル タ イ ム 積算線量計Skin　Dose 　Monitor （以下 ，
　 SDM ）を使用す

る 機会を得，第 1 報 と し て SDM の 基本特性 を評価 した の で 報告す る，

【SDM の 動作原理】本体お よび光 フ ァ イバ ー
セ ン サ ーか ら な り，セ ン サ ー

部分 を 測定面 に 装着 し，　 X 線 を曝射す る とリアルタムに本

体側 に皮膚線量 が mGy 表示 さ れ る．セ ン サ
ー
部分 は，　 lmm2 ×0．25mm 厚 の デ ィ ス ク状 シ ン チ レーターク リス タル （CdZn ）をア

ク リ ル に 封入 させ た セ ン サ ー
で ，放射線 エ ネル ギ

ー
は光 りの 形 で 放出 され る．光 は あ らゆ る 方向に 発光す るが ，反射性の プラ

ス チ ッ ク ハ ウ ジ ン グに よ っ て 連結 され た 光 フ ァ イバ ーへ 導か れ る．こ の 光 は 光 フ ァ イ バ ー
を通 じて 本体側 の

，
ゼ ロ バ イ ア ス モ

ー
ドで 作動 して い るPIN シ リコ ン フ ォ トダ イ オードに接続 され る．光 に よ り生 じた フ ォ トダ イ オ

ー
ドの 励起電流 は，イ ン テ グ

レ ータ と し て機能す る電気回路 に接続され る ．イ ン テ グ レ
ー

タ の 出力 は 調節可能な リ フ ァ レ ン ス レ ベ ル と常 に 比 較 さ れ て お

り，イ ン テ グ レータが 設定し た リ フ ァ レ ン ス に達す る とSDM の 数値が カ ウ ン トされ る，また リセ ッ トボ タ ン を押し リセ ッ ト

パ ル ス が 発 生 す る と イ ン テ グ レータ と表示数値は リ セ ッ トされ，新た に ゼ ロ からの 計測 が 始まる．SDM の 線量測定範囲 は，

0．lmGy ’− 3Gy！mln ，光 フ ァ イバ ーセ ン サ ーは，使用 エ ネル ギー範囲 50kVp 〜150kVp で 耐用限度 1  検査 と な っ て い る．

【方法｝以 下 の 項 目につ い て 評価 を行 っ た ．  方向依存性   タ イ マ
ー応答特性   再 現性   TLD （LiF）との 相関   エ ネル

ギー依存 性

【結果1  方向依存性 ：入射角3げ を超える と影響が出 て くる （fig．1＞．  タ イマ
ー

応答特性 お よ び 再現性 二 ど ち ら も良好 で あ

っ た （fig2 ・fig．3），  TLD との 相関 ：実際臨床 で使用する 電圧 で は 良 い 結果が得 られ た （fig．4＞．  エ ネ ル ギー依存性 ：低電

圧側 と高電圧側 で 値 に バ ラ ッ キ

が 見 られ る．使用電圧 に よ っ て　　　　　 一　　 一　　　　　　　 一　　　　 1　　 ．　　　　　　 ．一　　　　　　　　一

は 測定騨 正 が 必要 と な る ・
　 3， 　

  1 細 惟

　 　 i ・ 　 ．
  2

轡 　 コ I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 L

　　　　　　　　　　　　　　　　　ll 　　　　 ！
【まと め 】今回使用 したSDM は 実

際 の 臨床 の 場 で 充分使 用す る こ

とが で きる こ とが わ か っ た．ま

た 再現性が 非常 に良い 点を利用

し，他の 測定器 と の 組み合わ せ

に よ り， 放射線機器 の QC等 に

利用 で きれ ば と考 え る．こ れ ら

の デ
ー

タ を も とに DSA ・シ ネを

中心 に，皮膚線量 の 測定を行 っ

た 結果 を第二 報 と し て 報告す

る．
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